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２０１１年１２月７日

ＪＲ東海労働組合
リニア反対プロジェクト

リニア、環境アセスに着手
住民無視の見切り発車！
新聞報道によると、ＪＲ東海はリニア中央新幹線（東京～名古

屋）沿線の環境影響評価（アセスメント）について、12月６日現

地調査に着手することを明らかにしました。2027年開業のために

は、2014年中に工事に着工しなければならず、アセス調査に必要

な２年間という期間を差し引くと、今年中にも着手しなければな

らないというものです。まさに、建設ありきの強行スケジュール

と言わざるを得ません。

ＪＲ東海は、アセスについての説明会を沿線各県の主要都市で

行ってきました。しかし、説明員は一方的にマニュアルを読み上

げるだけで、参加者からの質問に対してはまともに回答できない

事例が相次いだのです。やったというアリバイづくりなのです。

ＪＲ東海は住民の意見をどう受け止めているのでしょうか？

原発でのヤラセ問題が社会的に糾弾されています。ＪＲ東海も

同じ轍を踏もうとしているのです。事故が発生したり、自然が破

壊されてからでは取り返しがつきません。


